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両
者
の
比
率
は
、
平
成
24
年
に
ほ
ぼ

均
衡
し
た
後
、
平
成
28
年
時
点
で
は
、

親
族
後
見
人
が
全
体
の
約
28
％
、
専
門

職
後
見
人
が
約
64
％
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
職
後
見
人
の
身
近
か
つ
全
国
規
模

の
例
と
し
て
は
、
司
法
書
士
団
体
に
よ

る
「
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。

後
見
制
度
支
援
信
託
の

使
い
勝
手
を
補
完
す
る
新
制
度

　

こ
の
よ
う
に
成
年
後
見
制
度
が
社
会

に
普
及
し
て
い
く
一
方
で
、
一
部
の
後

見
人
に
よ
る
財
産
の
不
正
流
用
・
着
服

事
件
が
社
会
問
題
化
し
て
き
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
専
門
職
後
見
人
に

限
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
受
任
す
る
業
務
の
内
容
と

し
て
、
対
象
者
の
身
上
監
護
よ
り
も
金

融
資
産
管
理
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
る

場
合
に
は
、
特
に
十
分
な
牽
制
機
能
を

用
意
す
る
こ
と
が
、
被
後
見
人
・
後
見

人
双
方
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
必

要
性
も
高
い
だ
ろ
う
。

　

平
成
24
年
よ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た

仕
組
み
と
し
て
家
庭
裁
判
所
に
採
択
さ

れ
て
き
た
も
の
が
「
後
見
制
度
支
援
信

託
」
で
あ
る
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
後

見
支
援
預
金
は
、
こ
の
後
見
制
度
支
援

信
託
の
代
替
的
な
位
置
付
け
で
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ま
ず
後
見
制
度

支
援
信
託
の
仕
組
み
に
つ
い
て
整
理
し

て
み
た
い
。

後
見
制
度
支
援
信
託
の
仕
組
み
と

後
見
支
援
預
金
登
場
の
背
景

　

こ
の
信
託
は
、
被
後
見
人
の
財
産
に

つ
い
て
後
見
人
（
親
族
・
士
業
専
門
職

な
ど
）
に
よ
る
不
正
利
用
を
抑
止
す
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。

　

具
体
例
で
み
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、

被
後
見
人
の
預
貯
金
が
２
０
０
０
万
円

あ
り
、
そ
の
日
常
的
な
支
払
い
な
ど
に

備
え
る
べ
き
額
は
５
０
０
万
円
で
あ
っ

た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
日
常
的
に
使

わ
な
い
１
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

後
見
人
が
そ
の
業
務
と
し
て
常
時
管
理

す
べ
き
財
産
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
１
５
０
０
万
円
を
後
見
支

援
信
託
の
対
象
財
産
と
す
る
。

　

手
続
き
と
し
て
は
、（
す
で
に
親
族

等
が
後
見
人
の
職
務
に
あ
っ
て
も
）
弁

護
士
等
の
専
門
職
後
見
人
が
い
っ
た
ん

選
任
さ
れ
、
被
後
見
人
の
財
産
を
改
め

て
調
査
す
る
。
そ
し
て
、
信
託
す
る
こ

と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
財
産
額
（
前

述
の
例
で
い
え
ば
１
５
０
０
万
円
）
を

家
庭
裁
判
所
に
報
告
す
る
。
こ
の
報
告

内
容
が
問
題
な
し
と
判
断
さ
れ
る
と
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
信
託
を
設
定
す
る
旨

の
「
指
示
書
」
が
出
さ
れ
る
流
れ
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
専
門
職
後
見
人
は
信
託
の
設
定

が
完
了
し
た
段
階
で
退
任
し
、
以
降
の

後
見
事
務
は
再
び
、
も
と
も
と
の
後
見

人
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
こ
の
信
託
が
な
さ
れ
る
と
、
家
庭
裁

判
所
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
後
見
人
は

前
述
の
１
５
０
０
万
円
を
任
意
に
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
信
託
銀

行
と
い
う
受
託
者
、
お
よ
び
信
託
の
持

つ
財
産
隔
離
機
能
（
本
来
の
所
有
者
か

ら
分
離
さ
せ
る
）
を
活
か
し
て
、
家
庭

裁
判
所
を
絡
め
た
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構

築
す
る
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
信
託
は
被
後
見

人
・
後
見
人
の
側
で
任
意
に
利
用
を
選

択
す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
裁
判
所

の
判
断
に
よ
っ
て
利
用
が
指
示
さ
れ

る
。
特
に
、
後
見
人
が
親
族
な
ど
の
場

合
に
は
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
指
示
が
出

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
信
託
銀
行
の
店
舗

が
身
近
に
所
在
し
な
い
地
域
は
少
な
く

な
い
た
め
、
そ
の
使
い
勝
手
が
か
ね
て

よ
り
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、

財
産
を
再
調
査
す
る
専
門
職
後
見
人
を

介
す
る
手
続
き
も
簡
易
と
は
い
え
ず
、

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
信
託
制
度
を

補
完
す
る
策
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
本
稿
の
主
題
で

あ
る
後
見
支
援
預
金
が
考
案
さ
れ
た
わ

け
だ
。

後
見
支
援
預
金
の
概
要

　

後
見
支
援
預
金
の
概
要
は
、
後
見
制

度
支
援
信
託
と
の
比
較
に
お
い
て
把
握

し
て
い
く
と
分
か
り
や
す
い
。
預
金
と

金
銭
信
託
と
い
う
異
な
る
金
融
商
品
で

は
あ
る
が
、
後
見
支
援
預
金
も
「
財
産

隔
離
機
能
を
活
か
し
て
被
後
見
人
等
の

保
護
を
図
る
」
と
い
う
同
一
の
問
題
意

識
に
端
を
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
両
者
の
共
通
点
・
相
違
点
を

①
設
定
フ
ロ
ー
、
お
よ
び
②
商
品
性
の

双
方
か
ら
ま
と
め
る
形
で
、
後
見
支
援

預
金
の
概
要
を
整
理
し
て
み
た
い
。

①
設
定
フ
ロ
ー

　

後
見
支
援
預
金
の
設
定
に
際
し
て

も
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
出
・
利
用

適
否
判
断
を
経
る
こ
と
は
後
見
制
度
支

援
信
託
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
預

入
れ
す
べ
き
金
額
な
ど
を
明
記
し
た
報

告
書
が
、（
こ
の
た
め
に
選
任
さ
れ

た
）
専
門
職
後
見
人
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
、
家
庭
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
。
こ

れ
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
指
示
書
が
発
行

さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
後
見
制
度
支

援
信
託
と
同
様
の
フ
ロ
ー
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
後
見
制
度
支
援
信
託
の
設

定
フ
ロ
ー
と
の
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
は

専
門
職
後
見
人
の
選
任
で
あ
る
。

　

後
見
支
援
預
金
に
お
い
て
は
、
選
任

す
る
こ
と
自
体
を
、
状
況
に
応
じ
て
家

庭
裁
判
所
が
判
断
す
る
も
の
と
さ
れ

ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
後

見
支
援
預
金
」
の
「
後
見
」
と

は
、
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
被
後
見

人
お
よ
び
後
見
人
を
指
し
て
い
る
こ
と

を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

民
法
で
は
、
20
歳
以
上
の
成
年
者

（
未
成
年
で
は
な
い
と
い
う
意
味
）
の

う
ち
、
法
的
に
行
為
能
力
に
制
限
を
加

え
て
保
護
す
べ
き
対
象
に
つ
い
て
、
後

見
・
保
佐
・
補
助
と
い
う
３
段
階
の
保

護
制
度
を
規
定
し
て
い
る
。
後
見
支
援

預
金
は
、
現
段
階
で
は
後
見
に
該
当
す

る
人
の
た
め
の
商
品
だ
が
、
後
々
に
は

保
佐
・
補
助
へ
の
適
用
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
の
成
年
後
見
制
度
は
、
民
法
改

正
に
よ
り
平
成
13
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
が
、
保
護
す
る
側
、
つ
ま
り
後

見
人
に
就
任
す
る
者
の
属
性
は
、
現
在

に
至
る
ま
で
に
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
端
的
に
い
え
ば
「
親
族
か
ら
専
門

職
へ
」
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。

　

平
成
13
年
時
点
で
は
、
後
見
人
に
就

任
す
る
者
の
約
９
割
は
親
族
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
割
合
は
年
々
低
下
。
代
わ
っ

て
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

を
は
じ
め
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
士
業
専

門
職
の
割
合
が
増
加
を
続
け
て
い
る
。

ま

特
集
高齢者の「資産管理」を
サポートする

「後見支援預金」の
制度内容と
活用のポイント

　一部の金融機関で取扱いが始まってい
る後見支援預金について解説する。木内 清章 産業能率大学講師


